
2023/09/06 15:55 兵庫県学校厚⽣会／⽊津〈こつ〉の狸〈たぬき〉（今⽥町）

https://www.kouseikai.or.jp/public/koho/kohoshi/minwa/tanyu/80.html 1/1

更新⽇︓2013年3⽉18⽇

ホーム > 学校・授業の教材 > 郷⼟の⺠話 > 『郷⼟の⺠話』丹有編 > ⽊津〈こつ〉の狸〈たぬき〉（今⽥町）

⽊津〈こつ〉の狸〈たぬき〉（今⽥町）

むかし、今⽥町⽊津の⼩⾼い⼭の中に、真蔵寺という古い⼩さい寺が建っていました。
⼭の中だから、狸〈たぬき〉がたくさん住んでいました。

ある夏の暑い⽇、真蔵寺の坊〈ぼう〉さんが、すずしい部屋で昼寝をしていると、⼀匹のいたずら狸が出て来て、坊さんの頭を両⼿で持って、
「ヨーイ、トタン。ヨーイ、トタン。」
と持ち上げては落とし、持ち上げては落としたからたまりません。
⽬をさました坊さんは
「コラー、いたずら狸め。」
と、逃げる狸を追いかけましたが、狸は⼭の中へかくれてしまいました。
⼆、三⽇して、また、坊さんが昼寝していると、さきの狸がやって来て、
「ヨーイ、トタン。ヨーイ、トタン。」
とやるので、坊さんは怒り、
「クソー、狸め、おれもやってやろう。」
と、ある⽇⼭へのぼって、狸のいる所をさがしあるきました。
すると、いたずら狸が⽊の根をまくらに、昼寝していました。坊さんは静かに近づき、狸の頭を持ち上げ、
「ヨーイ、トタン。ヨーイ、トタン。」
と落としました。狸はびっくりして逃げて⾏きました。

こんな事を、坊さんと狸はお互いにくりかえしていましたが、ある⽇、坊さんは⼤きな棒をもって昼寝している狸の頭を、
「ガーン。」
と、たたきました。狸は怒って、
「わしは、頭を持って、『ヨーイ、トタン。ヨーイ、トタン。』しただけやのに、棒で頭をたたくなんてせっしょうな、う
らむぞ。」
と、⾔いながら追いかけて来ました。坊さんは棒でたたいて、狸を殺し、持って帰って、村⼈と狸汁をして⾷べました。
その時殺された狸のおばあさんがやって来て、寺の⼾のすき間からのぞき⾒て、
「うまいか、うまいか、ようこらえん、うらむぞ、うらむぞ。」
と、すごい声を出して、⼭へ帰って⾏きました。

しばらくして、狸の⼤群が村⾥に出て来てはいたずらをするようになりました。村の⼈々は困りました。坊さんは、
「これは、わしが悪かった。」
と後悔〈こうかい〉し、殺した狸をねんごろに、とむらいました。
それからは、狸が悪い事をせぬようになったということです。
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